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If I must die

停戦の兆しが全く見え
ないウクライナやガザの
戦場。心を痛めているが
私には成す術がない。し
かし今世界で何が起きてい
るのか、現状をしっかり見て、感じて想
い考え、それを発信し続ける事はしてい
こう。そのように思って日々を過ごして
いる。でも、一体どれだけの事が私には
できているのだろうか、できるのだろう
か・・・
或る日、視聴した番組（NHkスペシャ
ル2024/10/13）で紹介された英語の一編
の詩が心に響いた。ガザで昨年空爆で殺
されたREFAAT ALAREER(上写真) の詩で
ある。番組によると、彼は、パレスチナ
人、ガザ・イスラム大学の教授で詩人。
４０代、６人の子どもの父親。ユダヤ人
も公平な目で見続け講義をし続けてきた
彼は、非人間性を言葉で訴え続けてきた
が、２０２３年１２月の空爆で殺された。
希望を託した彼の子ども達の何人かも別
の場所の空爆で殺されたそう。空爆の直
前の１０月に作られたというこの詩は７
０以上の言語に翻訳され世界を駆け巡っ
ているそうだ。すでに読まれている方も
いられるだろう。想いを交換したいもの
だ。全文を紹介する事はここでは紙面の
関係上できないが、スマホでも調べる事
ができる。是非多くの方に読んでいただ
きたいと思う。私は、次のフレーズが心
に刻まれた。
If I must die,
you must live
to tell my story
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（途中、略）
If I must die
let it bring hope
let it be a tale
you must live

(あなたは生きなければいけない）
と詠われている事に心打たれ励まされている。

歴史を学んでいると、理不尽に、"must die"
を強いられた人の多い事に愕然とし涙が出
て来る。数多の命の犠牲の延長に今の社会の
繁栄があり私を含む多くの人の幸福が成立し
ている。 "must die" を強いられた人の
storyをここで書きたい。想いを交換したい
と思う。

罪をきる 彌陀のつるぎに かかる身の
何か五つの 障りあるべき」

（意味：罪もなく斬られる我が身。それで
もお慈悲ある弥陀の剣ならば、五つの罪
業も断ち切られて成仏できるでしょう）
これは、豊臣秀次が謀反の疑いをかけられ
切腹させられた文禄4年（1595年）、連座の
罪で秀次の妻妾そしてその子ども達、侍女ま
でも30数人が京都の町中を引き回され三条河
原で処刑されたが、その中の一人駒姫の辞世
の句である。駒姫、15歳、妾になる事を強制
され秀次にまだ目通りもないまま犠牲になった｡
私は、駒姫のこの句を、友達の勧めで短歌
を学び出した頃知った。自分や吾子達のこの
年齢だった頃を思い浮かべ心に強く残った。
今も、上手下手は関係なく短歌を作り続け、
和歌の歴史を調べ続ける事を、細々とながら
続けている原動力になっている。

かくて暗がりの地獄の底で
新しい命は生まれた

かくてあかつきを待たず産婆は
血まみれのまま死んだ

生ましめんかな 生ましめんかな
己が命捨つるとも

これは、大井九条の会が今夏上演した
原爆朗読劇「夏の雲は忘れない」の中の
詩「生ましめんかな」（栗原貞子）の中
の後半のフレーズである。「生ましめん
かな」は、栗原さんが実話に基づいて書
いた詩だという事だ。産婆さんの決死の
行動は "If I must die, you must live"
そのものであると私は思う。この詩も私
の心に深く残って今でも諳んじている。
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